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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月17日(2009.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外形が矩形状とされた支持部材と、
　該支持部材における上下方向略中央から上側の略全体に亘って広がるように配置支持さ
れ、所定の演出画像を表示可能な演出表示手段と、
　該演出表示手段の下側で前記支持部材に着脱可能に支持され、遊技者の操作によって遊
技媒体が打ち込まれる遊技領域を有した遊技盤と、
　該遊技盤の前記遊技領域が視認可能となるように前記演出表示手段の下側前面を略覆い
、前記支持部材に開閉可能に支持された前面扉部材と、
　前記遊技盤の前記遊技領域内に配置され遊技媒体を受入可能とされた始動口と、
　該始動口への遊技媒体の受入れを契機として所定の抽選結果を抽選する抽選手段と、
　該抽選手段の前記抽選結果に応じた所定の演出画像を前記演出表示手段に表示させる演
出表示制御手段と、
　該演出表示制御手段によって前記演出表示手段に所定条件を充足する抽選結果が表示さ
れると遊技者が有利となる有利遊技状態を発生させる有利遊技状態発生手段と
　を具備することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機において、
　前記遊技盤の前記遊技領域内に配置され前記有利遊技状態発生手段によって有利遊技状
態が発生させられると遊技媒体の受入れが可能となる大入賞口と、
　少なくとも該大入賞口及び前記始動口への遊技媒体の受入れに応じて所定数の遊技媒体
を払出す払出手段と
　をさらに備えることを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　前記抽選手段は、前記始動口への遊技媒体の受入れに基づいて乱数を取得し、該取得し
た乱数に基づいて前記所定の抽選結果を抽選するものである
　請求項１または２に記載の遊技機。
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